
 

 

日 本 大 学 薬 学 部 教 員 資 格 審 査 基 準（抜粋） 
 

平成２７年 ５月２１日制定 
 平成２７年 ５月２１日改正 

 

（趣 旨） 
第１条 日本大学薬学部教員選考申合せ第１３条第２項（第２３条で準用する場合を含む）,第３

３条及び第４２条の規定により，日本大学大学院薬学研究科（以下「本大学院」という）及び日

本大学薬学部（以下本学部という）の教員の資格審査の基準を以下のとおり定める。 

第２条 本大学院及び本学部の教員の資格審査は，日本大学教員資格審査規程，教員規程，助教規

程,助手規程,日本大学特任教授に関する規程及び日本大学任期制教員規程に定めるところによ

るほか，この基準により行う。 

（本大学院教員資格） 
第３条 本大学院の教員となることのできる者は，博士の学位を有する者（日本における学位と同

等以上と認められる外国の学位を有する者並びに公刊された著書，論文又は報告等によって，博

士の学位を有する者と同等以上と認められる者を含む。以下同じ。）であって，学術論文を審査

年度及び審査年度の前年までの５年間に５編以上（欧文であるものを３編以上含む。以下「大学

院教員資格相当の論文発表実績」という）を発表している者で，かつ，その担当する専門分野に

ついて高度の教育研究上の指導能力を有すると認められる者とする。 
（本学部教員資格） 
第４条 本学部の教員となることのできる者は，第５条から第９条のいずれかに該当し，かつ，そ

の担当する専門分野について教育研究上の指導能力を有すると認められる者とする。 

（一般教育を担当する研究室を除く研究室に所属する教員の資格） 
第５条 研究室（一般教育を担当する研究室を除く）に所属する教員となることのできる者は,次

の各号のいずれかに該当する者でなければならない。 
① 教授 次のいずれかに該当する者。ただし,現に本学部の教員である者については,(2)は適

用せず,(1)の学術論文のうち少なくとも１編は現職に就任以降に筆頭著者（連絡著者を含む。

以下同じ）として公表したものを含むものとする。 

(1) 博士の学位を有する者であって,学術論文を大学院教員資格相当の論文発表実績を含め

２０編以上発表している者 

(2) 博士の学位を有する者であって，産業界，行政その他におけるすぐれた業績を有する者 
（薬学教育研究センター専任の教員の資格） 

第７条 薬学教育研究センター専任の教員となることのできる者は,次の各号のいずれかに該当す

る者でなければならない。ただし,現に本学部の教員である者については,第１号から第３号に定

める学術論文のうち少なくとも１編は現職に就任以降に筆頭著者として公表したものを含むも

のとする。 

② 准教授 博士の学位を有する者であって，学術論文を１０編以上発表している者 
 


